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本
居
宣
長
の
書
簡
を
集
め
て
翻
刻
し
た
も
の
に
は
、
は
や
く
本
居
清
造
編
『
本
居
宣
長
稿
本
全
集
第
二
輯
』
（
大
正
十
二
年
八
月
刊
）
の
第

二
篇
書
簡
（
宣
長
の
書
簡
六
十
三
通
の
ほ
か
、
宣
長
宛
の
母
の
書
簡
三
通
、
岡
部
眞
淵
の
書
簡
七
通
、
谷
川
士
情
の
書
簡
十
三
通
を
収
め
る
。
ま
た
同

全
集
第
一
・
二
輯
の
注
記
に
も
宣
長
の
書
簡
多
数
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
や
、
三
村
清
三
郎
綿
『
鈴
屋
文
書
』
萌
治
四
十
四
年
年
十
一
月
刊
。

宣
長
の
次
男
小
西
春
村
、
及
び
そ
の
養
父
小
西
政
盈
、
春
村
の
男
小
西
春
重
等
に
宛
て
た
宣
長
の
書
簡
九
十
五
通
を
収
め
る
。
但
し
、
私
家
版
の
た

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
一
号
（
一
九
七
五
年
三
月
）

ひ
さ
か
た

要
旨
ま
だ
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
本
居
宣
長
の
書
簡
中
か
ら
、
七
月
三
日
付
門
人
荒
木
田
尚
賢
宛
の
一
通
と
、
日
付
・
宛
名
を
欠

く
が
、
門
人
小
篠
蹴
宛
と
推
定
さ
れ
る
一
通
の
計
一
一
通
を
選
び
、
本
文
を
翻
刻
す
る
と
共
に
、
そ
の
年
次
を
考
証
し
、
あ
わ
せ
て
そ

の
宣
長
研
究
上
に
有
す
る
意
義
を
考
察
し
た
。

本
居
宣
長
書
簡
二
通

U ■ ■ ■ ■ ■ ■■

ｌ
翻
刻
と
考
証
Ｉ

大
久
保
正
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め
容
易
に
見
難
い
）
等
が
あ
り
、
ま
た
宣
長
の
書
簡
を
選
ん
で
影
印
し
た
も
の
に
、
佐
々
木
信
綱
編
『
金
鈴
遺
響
』
（
明
治
四
十
五
年
四
月

刊
。
竹
柏
園
蔵
の
谷
川
士
清
宛
書
簡
一
通
及
び
本
居
家
旧
蔵
ｌ
現
在
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
ｌ
の
父
定
利
、
母
於
勝
及
び
妻
勝
子
の
書
簡
各
一
通
を
収

め
る
）
同
編
『
金
鈴
餘
響
』
（
昭
和
十
二
年
六
月
刊
、
竹
柏
園
旧
蔵
の
宣
長
書
簡
四
通
、
及
び
本
居
大
平
筆
の
「
恩
頼
圖
」
一
枚
、
村
田
春
海
書
簡

一
通
を
収
め
る
）
等
が
あ
る
が
、
昭
和
八
年
十
月
に
刊
行
を
見
た
奥
山
宇
七
編
『
本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』
は
、
宣
長
の
郷
国
伊
勢
の
学
校
に

教
鞭
を
執
り
、
生
地
も
松
阪
に
近
く
、
深
く
宣
長
に
私
淑
し
て
い
た
編
者
が
多
年
の
努
力
を
傾
注
し
て
、
当
時
知
ら
れ
る
限
り
の
書
簡
を

集
成
し
、
解
説
を
附
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
、
書
簡
の
数
は
五
百
九
十
通
に
及
び
、
宣
長
の
傳
記
研
究
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
。
今
日

か
ら
見
て
多
少
の
暇
理
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
唯
一
の
宣
長
書
簡
の
集
成
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
も
少
な
か
ら
ぬ
宣
長
の
書
簡

の
発
見
が
あ
り
、
諸
氏
に
よ
っ
て
紹
介
も
な
さ
れ
、
や
や
纒
っ
た
も
の
だ
け
を
挙
げ
て
も
、
京
都
八
阪
神
社
婦
人
会
編
『
本
居
宣
長
翁
百

五
十
年
祭
記
要
』
（
昭
和
二
十
七
年
刊
、
宣
長
の
書
簡
十
一
通
を
収
め
る
）
出
丸
恒
雄
編
『
松
阪
の
文
學
資
料
選
集
』
四
（
昭
和
四
十
一
年
私

家
版
。
宣
長
の
書
簡
十
六
通
を
収
め
る
。
）
佐
野
正
巳
著
『
古
代
と
国
学
資
料
』
（
昭
和
四
十
七
年
刊
）
所
収
「
本
居
宣
長
新
資
料
集
解
」
（
宣

長
の
新
出
書
簡
九
通
を
収
め
る
）
及
び
同
氏
著
『
近
世
国
学
新
資
料
集
解
』
（
昭
和
四
十
七
年
刊
。
宣
長
の
新
出
書
簡
十
通
を
収
め
る
）
等
の
翻

刻
が
あ
り
、
影
印
本
に
『
本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』
（
昭
和
四
十
五
年
四
月
刊
、
松
阪
市
新
町
服
部
周
平
氏
所
蔵
の
服
部
中
庸
宛
宣
長
書
簡
四
通
を

収
め
る
）
が
あ
る
。
し
か
し
未
だ
奥
山
書
簡
集
以
後
に
発
見
さ
れ
た
書
簡
の
集
成
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
目
下
刊
行
中
の
筑
摩
書
房
版
全

集
の
書
簡
篇
は
奥
山
書
簡
集
以
後
は
じ
め
て
の
集
成
を
目
指
し
て
お
り
、
百
五
十
通
余
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
豫
定
で
あ
る
が
、
本
稿
で

は
わ
ず
か
に
身
邊
の
書
簡
二
通
に
つ
い
て
紹
介
し
、
若
干
の
考
證
を
加
え
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
一
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
二
十
日
発
行
の
『
弘
文
荘
名
家
眞
蹟
図
録
』
に
そ
の
写
眞
版
が
掲
載
さ
れ
、
國
文
學
研
究
資
料
館
の

■■■■■■
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側
宣
長
が
こ
れ
を
一

久伏
口
安
藝
国
の
重
吐

抽
住
国
井
聞
名
諸
↓

舗
右
賀
茂
郡
竹
原
一

長宣
定
さ
れ
る
こ
と
。

居本
口
春
中
に
参
｛
昌

本
書
簡
は
、
縦
一
五
・
四
糎
、
横
一
四
八
・
二
糎
の
巻
紙
に
記
さ
れ
、
現
在
巻
子
一
軸
に
表
装
さ
れ
て
い
る
が
、
北
岡
氏
も
指
摘
さ
れ

た
如
く
、
右
上
隅
の
紙
背
に
「
丙
申
七
月
本
居
之
書
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
が
裏
側
か
ら
見
え
る
が
、
こ
れ
は
本
書
簡
を
受
取
っ
て
保

存
し
た
尚
賢
が
覺
の
た
め
に
記
し
た
文
字
と
推
測
さ
れ
る
。
丙
申
は
安
永
五
年
で
あ
る
が
、
北
岡
氏
が
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
本
書
簡
が
安

永
五
年
七
月
三
日
に
尚
賢
に
宛
て
て
宣
長
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
内
容
か
ら
も
確
定
で
き
る
。
そ
の
論
証
は
北
岡
氏

の
挙
げ
た
論
拠
だ
け
で
も
十
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
若
干
の
補
足
を
加
え
て
要
約
す
れ
ば
左
の
如
く
纒
め
ら
れ
よ
う
。

Ｈ
「
二
宮
御
神
宝
ノ
圖
御
見
せ
被
下
得
と
拝
見
、
千
万
恭
奉
存
候
」
と
あ
り
、
宣
長
が
こ
れ
を
写
し
取
り
、
不
審
の
個
所
を
別
紙
に
書
付

し

し

け
て
返
送
し
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
の
『
二
所
太
神
宮
神
宝
圖
』
は
宣
長
の
手
写
で
、
そ
の
奥
書
に
、
「
右
二
宮
神

宝
圖
者
、
請
借
荒
木
田
氏
所
蔵
之
巻
物
本
書
写
之
安
永
五
年
丙
申
六
月
廿
九
日
本
居
宣
長
」
と
あ
り
、
安
永
五
年
六
月
二
十
九
日
に

一
一

宣
長
が
こ
れ
を
写
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

や
ば
ち
こ
と
ち
か

口
安
藝
国
の
重
加
流
神
道
家
柄
崎
八
百
道
（
士
愛
）
が
宣
長
を
訪
問
し
晤
語
し
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宣
長
自
筆
の
『
来
訪
諸
子
姓
名

カ
ラ
コ
ト
チ
カ

住
国
井
聞
名
諸
子
』
（
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
）
に
は
、
安
永
六
年
以
前
の
條
の
終
に
近
く
、
「
安
藝
国
竹
原
柄
崎
常
陸
介
士
愛
右

イ
‐
ソ
ノ

ハ
ノ
ハ

右
賀
茂
郡
竹
原
五
十
宮
八
幡
社
司
也
、
士
愛
字
玉
成
、
一
宇
八
百
道
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
宣
長
訪
問
は
安
永
五
年
で
あ
っ
た
と
推

所
蔵
と
な
っ
た
荒
木
田
菫
莱
）
尚
賢
宛
空
日
長
書
簡
で
あ
っ
て
、
既
に
該
写
真
に
よ
り
、
北
岡
四
良
晦
加
詳
し
い
考
察
を
發
表
し
て
お

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
北
岡
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
全
文
九
十
六
行
の
う
ち
、
写
真
版
は
五
十
一
行
だ
け
を
掲
載
し
て
お
り
、

四
十
五
行
を
鋏
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
す
る
と
共
に
、
北
岡
氏
の
驍
尾
に
附
し
て
、
屋
上
屋
の
嫌
い
は
あ
る
が
若
干

四
十
五
行
を
鋏
い
て
い
る
の
で
、
二

の
解
説
を
加
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

の
予
定
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
麻
疹
流
行
の
た
め
そ
の
暇
無
く
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
安
永
五
年
丙

－235－



㈲
文
末
に
（
小
篠
氏
へ
乍
憧
宜
御
傅
達
被
下
度
奉
頼
候
」
と
あ
る
が
、
岩
見
國
浜
田
松
平
侯
の
儒
官
小
篠
敏
が
尚
賢
の
許
に
寄
留
し
て
い

し

し
し

た
の
は
、
北
岡
氏
の
紹
介
さ
れ
た
安
永
盆
年
七
月
廿
五
日
附
栗
田
士
満
宛
の
尚
賢
書
簡
に
「
去
年
十
二
月
よ
り
こ
な
た
松
平
周
防
守
殿
御

内
小
篠
道
中
と
申
人
父
子
共
に
て
掩
留
有
之
、
問
暇
に
は
必
書
之
事
而
己
二
暮
申
候
得
と
も
事
務
も
不
少
、
迷
惑
の
事
共
不
少
候
」
と
あ

レ

レ

レ

リ
、
同
じ
く
北
岡
氏
に
よ
れ
ば
尚
賢
の
手
記
『
安
永
五
年
丙
申
所
録
』
に
は
、

客
舎
凄
然
歳
暮
天
梅
香
暗
度
対
愁
眠
驚
看
春
色
来
窓
外
屈
指
倦
遊
又
一
年
鐸
走
麺
腓
蕊
看

と
、
敏
の
子
息
世
美
の
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
勘
案
す
れ
ば
、
小
篠
敏
は
安
永
四
年
十
二
月
以
降
一
年
有
余
宇
治
に
滞
在
し
た
と
考
え

ら
れ
、
右
書
簡
は
、
こ
の
点
か
ら
も
安
永
五
年
七
月
三
日
の
も
の
と
推
定
で
き
る
こ
と
。

マ
Ⅲ
ノ
一
丁

申
日
記
』
四
月
の
条
に
「
○
麻
疹
流
行
、
此
地
自
自
二
月
下
旬
始
、
至
三
月
下
旬
四
月
上
旬
之
間
尤
盛
、
至
四
月
下
旬
大
氏
止
」
と
記
さ
れ

一
一
一
一
一
一

て
い
て
、
そ
れ
は
安
永
五
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
。

四
『
古
事
記
伝
』
六
の
巻
が
尚
賢
か
ら
宣
長
に
返
却
さ
れ
、
八
の
巻
を
尚
賢
に
貸
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
神
宮
文
庫
所
蔵
の

荒
木
田
尚
賢
手
写
本
『
古
事
記
伝
』
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
尚
賢
は
宣
長
か
ら
借
り
た
記
伝
六
の
巻
を
安
永
五
年
六
月
六
日
、
同
八
の
巻
を

同
年
九
月
二
十
日
に
写
し
了
え
て
お
り
、
そ
れ
は
共
に
安
氷
五
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
こ
と
。

田
「
字
音
か
な
つ
か
ひ
」
を
尚
賢
に
見
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
字
音
か
な
つ
か
ひ
」
は
安
永
五
年
止
月
刊
行
の
『
字
音
假
字
用

格
』
を
指
す
。
宣
長
が
尚
賢
に
見
せ
た
の
が
刊
本
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
字
音
假
字
用
格
』
に
は
は
や
く
宝
瞬
十
一

年
の
稿
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
尚
賢
に
見
せ
た
の
は
、
た
と
い
刊
本
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
完
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
く
、

『
鈴
屋
翁
略
年
譜
』
安
永
四
年
の
條
に
「
正
月
十
日
字
音
假
字
用
格
成
」
と
あ
っ
て
、
安
永
四
年
以
後
の
稿
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
。除

夜
七
絶
小
篠
世
美
瀞
椒
率
鳰
元
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本居宣長書簡二通(大久保）

（
注
２
）

㈹
文
中
に
、
『
吉
部
秘
訓
抄
』
に
つ
き
尚
賢
に
照
會
し
て
い
る
。
こ
れ
は
天
明
五
年
と
推
定
さ
れ
る
八
月
廿
八
日
付
尚
賢
宛
宣
長
書
簡

（
『
書
簡
集
』
こ
こ
に
「
一
、
吉
部
秘
訓
抄
、
何
方
二
而
も
御
聞
出
し
被
成
候
は
ば
何
卒
御
借
り
被
下
度
奉
頼
候
」
と
あ
る
の
に
照
応
す

し

し

る
も
の
で
あ
る
が
、
安
永
六
年
三
月
下
旬
と
推
定
さ
れ
る
鈴
鹿
市
樋
口
博
氏
所
蔵
の
宣
長
書
簡
（
『
本
居
宣
長
書
簡
集
』
未
収
。
年
月
日
・
宛

名
・
署
名
を
鋏
く
が
、
荒
木
田
尚
賢
宛
と
推
定
さ
れ
る
）
に
、
「
旧
冬
御
借
し
被
下
候
珍
書
二
本
、
永
々
留
置
寛
々
写
取
申
候
而
別
恭
、
此
度
返

上
仕
候
。
且
又
吉
部
秘
訓
も
此
度
返
上
仕
候
。
是
又
永
々
恭
奉
存
候
。
何
卒
此
次
ノ
巻
々
又
々
御
借
り
被
下
度
奉
希
候
」
と
あ
っ
て
、
安

レ

レ

レ

永
五
年
冬
に
は
『
吉
部
秘
訓
抄
』
の
一
部
を
借
覧
し
得
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
右
の
書
簡
は
安
永
五
年
の
も
の
と
推
定
で
き
る
こ
と
。

以
上
七
点
は
い
ず
れ
も
本
書
簡
が
安
永
五
年
七
月
三
日
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
を
証
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
年
代
は
確
定
さ
れ
た
。
『
本

居
宣
長
翁
書
簡
集
』
に
よ
っ
て
従
来
知
ら
れ
て
い
た
荒
木
田
尚
賢
宛
の
書
簡
は
、

○
安
永
三
年
霜
月
三
日
付
、
○
安
永
五
年
八
月
廿
八
日
付
（
『
書
簡
集
』
に
は
年
時
不
明
と
し
て
い
る
が
、
右
の
安
永
五
年
七
月
三
Ｒ

と
確
定
さ
れ
た
本
書
簡
と
對
照
し
て
北
岡
氏
が
安
永
五
年
と
推
定
さ
れ
た
の
に
従
う
べ
き
で
あ
る
）
○
安
永
七
年
九
月
十
九
日
付
○
天
明
元

年
三
月
十
九
日
付
○
天
明
元
年
十
二
月
廿
一
日
付
○
天
明
四
年
九
月
二
日
付
○
天
明
六
年
十
二
月
十
九
日
付
。

の
七
通
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
安
永
五
年
の
一
通
を
加
え
得
た
わ
け
て
あ
り
、
且
つ
右
に
述
べ
た
樋
口
氏
所
蔵
の
年
月
日
・
宛
名
を
鋏
く

Ｈ
書
中
に
「
退
出
後
八
神
主
公
御
被
成
候
由
」
と
あ
っ
て
、
宣
長
が
荒
木
田
尚
賢
と
並
ん
で
し
ば
し
ば
典
籍
文
書
を
借
覧
し
た
八
神
主
中
川

レ

三
位
荒
木
田
経
雅
宛
で
な
い
こ
と
は
明
白
な
こ
と
。

口
宣
長
は
尚
賢
に
し
ば
し
ば
『
吉
部
秘
訓
抄
』
を
何
処
か
ら
か
借
り
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
こ
と
。

白
書
中
に
、
『
参
讃
式
社
考
』
『
多
氣
窓
螢
』
の
二
害
を
宛
先
の
人
物
か
ら
借
用
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
の

「
安
永
六
年
丁
酉
六
月
朔
日
書
写
校
合
本
居
宣
長
（
花
押
）
』
の
宣
長
の
校
合
識
語
の
あ
る
『
多
氣
窓
螢
』
に
は
、
「
右
多
氣
窓
螢
二
冊

一
通
も
、
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者
、
我
岳
翁
谷
川
子
嘗
得
之
於
本
国
白
子
邨
某
生
者
、
使
早
田
定
玄
騰
写
焉
。
（
中
略
）
宝
暦
十
四
年
甲
申
夏
四
月
中
解
洞
尚
賢
識
」
の

一
一
一
一
一

尚
賢
の
識
語
が
寓
さ
れ
て
お
り
、
宣
長
の
借
用
し
た
の
が
尚
賢
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
同
館
所
蔵
の
宣
長
手
写
の

『
参
河
国
讃
岐
國
式
社
』
は
、
「
安
永
六
年
丁
酉
五
月
十
八
日
以
石
見
国
浜
田
士
小
篠
道
沖
所
蔵
本
書
写
之
本
居
宣
長
（
花
押
）
」
の
奥
書

一
一
一
一
一
一

が
あ
り
、
小
篠
敏
の
所
蔵
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
安
永
五
年
三
月
当
時
、
尚
賢
の
許
に
在
っ
た
敏
の
所
持
本
を
尚
賢
を

介
し
て
借
用
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

以
上
の
三
点
に
よ
っ
て
、
尚
賢
に
宛
て
た
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
、
上
記
に
加
え
て
、
更
に
安
永
六
年
三
月
下
旬
の
尚
賢
宛
書
簡
一

通
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
こ
の
樋
口
氏
所
蔵
書
簡
は
、
北
岡
氏
が
全
文
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
っ
て
こ
こ
に
は
翻
刻
し

尚
賢
の
傅
記
に
つ
い
て
は
、
北
岡
氏
の
「
蓬
莱
尚
賢
の
伝
」
（
『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
第
八
輯
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
刊
）
、
及
び
宣
長
と
尚

賢
ｌ
蓬
英
尚
賢
の
伝
ｌ
」
（
『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
第
十
二
輯
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
刊
）
に
詳
し
い
の
で
省
略
す
る
が
、
尚
賢
は
元
文
四
年

九
月
十
八
日
、
伊
勢
国
度
会
部
宇
治
に
、
世
々
蓬
莱
大
夫
と
い
う
御
師
職
と
宇
治
会
合
の
年
寄
役
を
兼
ね
、
更
に
代
々
内
宮
権
禰
宜
兼
副

大
物
忌
父
と
し
て
荒
木
田
姓
を
名
乗
る
世
襲
神
主
の
家
に
、
尚
喜
の
長
子
と
し
て
生
れ
た
。
宣
長
よ
り
は
九
歳
の
年
少
で
あ
る
。
宝
暦
九
、

な
お
、
以
上
の
外
に
、
最
近
、
神
戸
市
加
藤
綾
次
郎
氏
所
蔵
の
、
天
明
四
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
二
日
附
の
尚
賢
宛
宣
長
書
簡
が
、
足

（
注
３
）

立
巻
一
・
加
藤
隆
久
両
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
北
岡
氏
の
前
記
論
文
に
も
そ
の
大
部
分
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
加
え
れ
ば
、
現
在

知
ら
れ
る
尚
賢
宛
の
宣
長
の
書
簡
は
全
部
で
十
通
と
な
る
。

ほ
か
に
、
北
岡
氏
が
前
掲
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
未
發
表
の
書
簡
メ
モ
も
、
私
見
で
は
問
違
な
く
尚
賢
宛
の
宣
長
書
簡
と
思
わ
れ
る

が
、
原
本
の
所
在
不
明
で
あ
り
、
北
岡
氏
自
身
若
干
の
疑
念
を
挾
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
應
本
稿
の
考
察
か
ら
除
外
す
る
こ

な
い
。
）

と
と
し
た
。
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本居宣長書簡二通(大久保）

そ
の
二
は
、
家
蔵
の
、
『
国
学
家
消
息
』
の
題
余
を
貼
り
、
「
淺
海
子
蒐
集
」
の
印
記
の
あ
る
巻
子
（
宣
長
の
ほ
か
、
下
河
邊
長
流
、
橘
千

蔭
、
村
田
春
海
ら
の
書
簡
十
二
通
を
表
装
し
た
一
巻
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
書
簡
で
、
縦
一
七
・
○
糎
、
横
四
九
・
○
糎
、
三
十
二
行
を
現

存
す
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
暑
名
、
日
附
、
宛
名
の
部
分
を
鋏
い
て
い
る
。
し
か
し
、
宣
長
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
に
は
一
点
の
疑
い
も
な

く
、
書
簡
の
後
に
、
宣
長
に
学
ん
で
、
残
後
本
居
大
平
の
門
人
と
な
っ
た
斎
藤
彦
麻
呂
が
、
「
我
大
人
の
名
こ
そ
も
ら
せ
れ
し
か
り
と
は
く

み
て
そ
し
る
き
水
茎
の
跡
故
翁
の
を
し
へ
子
な
る
彦
麻
呂
」
と
添
書
し
た
紙
を
貼
附
し
て
あ
る
。

十
年
、
二
十
一
、
二
歳
の
頃
に
谷
川
士
情
の
門
に
学
び
、
同
十
一
年
、
二
十
三
歳
の
頃
に
士
清
の
女
八
十
子
を
要
っ
て
い
る
。
以
上
の
事

実
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
尚
賢
は
垂
加
神
道
の
薫
陶
の
中
に
成
長
し
、
特
に
岳
父
士
清
の
感
化
を
受
け
、
竹
内
式
部
の
宇
治
潜
居
を

も
助
け
た
ら
し
い
。
他
方
賀
茂
眞
淵
に
も
学
問
し
た
が
、
眞
淵
が
垂
加
學
派
と
し
て
異
端
視
し
、
敬
遠
し
た
た
め
も
あ
っ
て
、
入
門
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
岳
父
士
清
の
学
風
を
漢
意
と
し
て
批
判
し
た
眞
淵
門
下
の
宣
長
に
、
天
明
七
年
に
至
っ
て
入
門
し
て
い
る
の
は
、

北
岡
氏
が
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
尚
賢
の
寛
大
に
し
て
温
容
な
性
格
と
、
時
代
思
潮
の
動
向
に
敏
感
で
、
視
野
も
廣
か
つ
た
こ
と
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
宣
長
の
側
で
も
、
同
門
の
荒
木
田
久
老
な
ど
よ
り
は
、
嘗
て
の
論
敵
で
あ
っ
た
谷
川
士
清
の
女
婿
で
あ
る
尚
賢

に
余
程
親
愛
感
を
抱
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
節
が
あ
る
。
ま
た
両
者
の
関
係
を
宣
長
の
側
か
ら
見
る
と
、
林
崎
文
庫
を
背
景
と
す
る
神
都

の
豊
富
な
典
籍
文
書
に
よ
り
、
荒
木
田
経
雅
と
並
ん
で
尚
賢
が
宣
長
に
書
籍
借
用
の
便
宜
を
与
え
、
そ
の
閲
読
の
欲
求
を
満
た
し
て
、
宣

長
学
の
形
成
発
展
に
大
き
な
寄
与
を
な
し
た
こ
と
は
、
書
簡
の
往
復
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
尚
賢
が
天
明
八
年
七
月
二
日
五
十
歳
で
、
急
病
の
た
め
逝
去
し
た
際
、
宣
長
は
「
あ
ら
き
た
の
尚
賢
か
み
ま
か
り
け
る
に
」
と

題
し
て
、
哀
切
な
悼
歌
を
詠
ん
だ
（
『
鈴
屋
集
』
五
）

■■■■■■■
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上
記
の
如
く
本
書
簡
は
宛
名
を
欠
く
が
、
左
の
理
由
に
よ
っ
て
、
小
篠
敏
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

Ｈ
宣
長
に
達
し
た
書
簡
の
日
附
を
記
し
た
中
に
、
「
十
月
十
日
行
蔵
公
方
」
と
あ
る
が
、
上
述
の
加
藤
陵
次
郎
氏
所
蔵
の
天
明
四
年
九
月

二
日
付
荒
木
田
尚
賢
宛
宣
長
書
簡
に
も
「
一
、
小
篠
行
蔵
生
害
状
御
届
申
候
」
と
あ
っ
て
、
行
蔵
公
は
矢
富
熊
一
郎
著
『
小
篠
御
野
』
（
昭

和
二
十
九
年
四
月
騰
写
版
）
に
そ
の
伝
が
見
え
、
小
篠
敏
の
養
嗣
子
で
あ
る
。

Ｈ
文
中
、
「
一
先
達
而
出
雲
清
主
へ
遣
申
候
神
賀
後
釈
紙
包
之
義
、
段
々
御
世
話
被
下
恭
奉
存
候
、
漸
当
秋
相
屈
申
候
由
清
主
よ
り
申

し
し

参
候
而
、
先
々
安
心
い
た
し
申
候
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
寛
政
八
年
九
月
廿
四
日
付
下
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡
（
『
書
簡
集
』
一
六
七
）
に
、

「
然
ば
神
賀
後
程
、
此
節
板
本
出
来
、
名
古
屋
ら
指
越
申
候
に
付
、
三
部
差
進
申
候
、
左
の
通
り
、

大
社
へ
奉
納
壹
部
秩
入
、
國
造
様
へ
さ
し
上
候
壹
部
、
貴
公
様
へ
進
上
壹
部
、

右
之
通
に
御
座
候
」
同
年
三
月
十
一
日
付
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡
（
『
書
簡
集
』
一
七
四
）
「
去
秋
中
、
神
寿
後
釈
板
本
出
来
候
に
付
、
早

速
御
許
へ
も
三
部
さ
し
進
じ
申
候
義
に
御
座
候
、
右
は
石
見
大
記
方
へ
頼
遣
し
、
石
見
占
も
早
速
さ
し
申
候
様
に
申
越
候
処
、
い
ま
だ

御
地
へ
相
達
し
不
申
候
哉
、
此
度
の
御
状
に
も
何
之
御
沙
汰
も
無
御
座
候
、
若
し
い
ま
だ
相
達
不
申
候
は
ぱ
、
大
記
方
へ
御
尋
被
遣
可
被

レ

ニ
一
し
レ
レ
レ

下
候
、
貴
国
へ
は
と
か
く
便
り
不
自
由
に
而
、
扱
々
こ
ま
り
申
候
」
、
同
年
四
月
十
八
日
付
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
翰
（
『
書
簡
集
』
一
七
五
）

に
「
去
秋
さ
し
出
し
申
候
神
寿
後
釈
も
、
い
ま
だ
御
地
へ
相
届
不
申
候
由
、
扱
々
氣
ノ
毒
に
奉
存
後
。
其
後
祁
屈
申
候
哉
如
何
、
無
心
元
奉

レ

レ

ニ
一
し

存
候
」
、
同
九
年
六
月
十
九
日
附
干
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡
（
『
書
簡
集
』
一
七
六
）
に
、
「
一
、
去
秋
さ
し
州
し
申
候
神
賀
後
尺
、
段
々
致

一
一

遅
滞
、
漸
相
達
申
候
由
、
右
は
段
々
石
見
へ
も
申
遣
候
虚
、
乍
延
引
無
相
違
相
届
、
先
以
安
心
大
慶
仕
候
、
受
取
耆
試
通
被
遣
下
、
落
手

一
一
一
一
一
一
一
一
一

仕
候
」
と
あ
る
の
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
政
八
年
九
月
末
、
宣
長
は
石
見
の
小
篠
敏
（
大
記
）
に
『
出
雲
国
造
神
年

後
釈
』
の
板
本
三
部
を
出
雲
の
千
家
俊
信
方
へ
廻
送
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
て
敏
の
許
へ
送
っ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
九
年
四
月
に
至

る
も
未
だ
俊
信
の
許
に
到
着
せ
ず
、
宣
長
か
ら
も
敏
に
宛
て
て
照
会
の
処
、
同
年
秋
に
至
っ
て
漸
く
延
清
な
が
ら
無
事
到
着
し
た
旨
俊
信
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Ｈ
文
中
に
、
十
月
十
日
附
の
小
篠
敏
の
養
子
行
蔵
の
書
信
が
到
着
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
書
簡
の
到
滴
に
要
す
る
日
数
を
計
算
に

入
れ
て
、
寛
政
九
年
十
月
下
旬
以
降
に
發
信
さ
れ
た
書
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

口
文
中
に
「
扱
愚
老
儀
も
、
当
夏
秋
之
酷
暑
二
大
一
一
き
け
申
候
而
、
其
後
秋
中
初
冬
へ
む
け
長
々
何
と
な
く
氣
分
大
二
塞
キ
申
候
」
云
々

と
あ
っ
て
、
本
書
簡
が
初
冬
を
過
ぎ
た
頃
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

口
文
中
に
、
『
玉
の
小
櫛
』
の
板
下
全
部
書
終
り
、
追
々
彫
刻
、
四
ノ
巻
迄
板
行
が
出
来
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宜
隆
自
筆
の
『
著

述
書
上
木
ノ
覚
』
（
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
）
及
び
『
學
業
目
録
』
（
同
館
所
蔵
。
『
本
居
汽
長
楠
本
全
集
』
第
二
輯
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
『
ｆ
の

小
櫛
』
の
板
下
全
部
を
書
了
え
た
の
は
、
寛
政
九
年
九
月
四
日
て
あ
る
。
そ
し
て
山
の
巻
が
板
行
さ
れ
た
月
日
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も

榊
寛
政
九
年
十
一
月
三
日
付
で
千
家
俊
信
に
送
っ
た
宣
長
の
書
簡
『
書
簡
集
』
’
八
一
一
）
に
、
「
當
年
は
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
を
誉
申
候
而
、

久大
全
部
九
冊
出
来
只
今
彫
刻
仕
候
、
板
も
四
五
冊
出
来
申
候
」
と
あ
り
、
こ
の
俊
信
宛
書
簡
の
方
が
小
篠
敏
宛
の
本
書
簡
よ
り
や
や
後
と
思

姻
わ
れ
る
の
で
、
本
書
簡
は
寛
政
九
年
十
月
中
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
よ
う
て
あ
る
。

訓
側
文
中
に
「
古
事
記
傅
も
顕
宗
天
皇
段
迄
終
り
申
候
」
と
あ
る
の
は
、
上
述
の
寛
政
九
年
十
一
月
三
一
日
付
干
家
俊
偏
宛
批
刷
簡
に
、
「
古
熱

長宣
記
傅
清
書
も
四
士
一
蕊
跨
天
迄
出
来
申
候
。
跡
は
一
冊
に
相
成
申
候
」
と
あ
る
の
に
対
応
し
、
本
書
簡
が
そ
れ
に
極
め
て
近
い
時
期
に
害
か

居本
れ
た
こ
と
を
示
す
。
因
み
に
、
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
の
『
古
事
記
傅
』
再
稿
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
顕
示
天
皇
段
の
あ
と
、
仁
賢
天
皇

か
ら
宣
長
に
報
告
が
届
い
た
の
で
、
宣
長
か
ら
廻
送
の
世
話
を
し
た
敏
に
安
堵
の
旨
と
礼
の
言
葉
を
申
し
送
っ
た
の
が
本
書
簡
の
上
掲
文

言
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
書
簡
が
小
篠
敏
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
右
の
経
緯
に
照
ら
し
て
、
本
書
簡
の
発
送
さ
れ
た
年
月
も
、
宣
長
が
俊
信
か
ら
安
着
の
旨
の
報
知
を
受
取
り
、
俊
信
に
宛
て
て

返
事
を
し
た
寛
政
九
年
六
月
十
九
日
以
後
、
遅
く
と
も
寛
政
九
年
中
の
も
の
と
推
測
が
つ
く
の
で
あ
る
が
、
な
お
他
の
面
か
ら
も
考
察
し

て
見
よ
う
。
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以
上
の
傍
証
に
よ
っ
て
本
書
簡
が
書
か
れ
た
の
は
、
寛
政
九
年
十
月
末
頃
と
推
定
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

小
篠
敏
宛
の
宣
長
書
簡
は
、
従
来
『
本
居
宣
長
書
簡
集
』
に
載
る
寛
政
二
年
四
月
二
日
付
（
『
書
簡
集
』
五
三
）
、
同
七
年
七
月
十
八
日

付
（
『
書
簡
集
』
一
三
四
）
、
及
び
佐
野
正
巳
氏
著
『
近
世
国
學
新
資
料
集
解
』
（
昭
和
四
十
七
年
刊
）
所
収
の
寛
政
八
年
九
月
四
日
付
の
計
三

通
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
新
た
に
一
通
を
加
え
得
た
わ
け
で
あ
る
。
敏
に
つ
い
て
は
、
矢
富
熊
一
郎
氏
『
小
篠
御
野
』
加
藤
隆
久

氏
「
本
居
宣
長
と
小
篠
御
野
」
（
昭
和
四
十
年
十
二
月
刊
『
甲
南
大
學
文
学
会
論
集
』
第
三
十
二
号
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
敏
は
又
御
野
と

も
書
き
、
字
は
十
肋
、
は
じ
め
道
沖
と
通
称
し
た
が
、
後
に
は
大
記
と
も
云
っ
た
。
享
保
十
三
年
、
浜
松
に
隠
棲
し
て
い
た
三
河
藩
の
士

巖
瀬
玄
統
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
荷
田
春
滿
門
下
の
柳
瀬
方
塾
の
孫
娘
を
要
っ
た
が
、
や
が
て
意
を
決
し
て
上
京
し
、
漢
學
を
修
め
、
更

に
医
術
を
学
ん
だ
。
宝
暦
二
年
、
二
十
五
歳
の
時
、
浜
田
藩
医
の
小
篠
秀
哲
の
養
子
と
な
っ
て
小
篠
氏
を
閥
ぎ
、
ま
た
養
父
の
後
を
耐
い

で
、
藩
筈
と
し
て
浜
田
藩
に
仕
え
る
に
至
っ
た
。
鈴
屋
入
門
は
安
永
九
年
で
あ
る
が
、
宣
長
自
記
の
『
来
訪
諸
子
姓
名
住
国
井
聞
名
諸
子
』

（
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
）
に
は
、
安
永
六
年
丁
酉
の
條
の
前
に
、
「
石
兇
国
浜
田
家
中
小
篠
道
沖
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
宣
長

を
訪
ね
た
の
は
安
永
五
年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
天
明
四
年
四
月
九
日
に
も
鈴
屋
を
訪
れ
数
ヶ
月
留
ま
り
、
大
平
手
記
の

『
萬
葉
会
評
定
録
丙
』
（
東
京
大
学
本
居
文
庫
所
蔵
）
天
明
四
年
五
月
十
二
日
の
条
に
も
、
「
小
篠
道
沖
松
坂
滞
留
中
也
」
と
見
え
、
万

葉
集
の
語
義
に
も
出
席
し
て
い
る
。
次
い
で
、
天
明
六
年
閏
十
月
十
六
日
栗
田
士
満
宛
書
簡
（
『
書
簡
集
』
四
一
二
に
、
「
石
見
小
篠
氏
も

見
え
申
候
而
、
数
月
逗
留
に
て
、
八
月
歸
国
致
さ
れ
候
、
古
学
殊
外
出
糖
に
て
御
座
候
」
と
あ
っ
て
、
天
明
六
年
に
も
松
坂
に
滞
在
し
て

も
、
上
述
千
家
俊
信
宛
書
簡
」

期
に
書
か
れ
た
こ
と
を
示
す
。

段
、
武
烈
天
皇
段
を
書
き
つ
い
で
、
『
古
事
記
傅
』
四
十
三
の
巻
の
清
書
を
了
え
た
の
は
、
寛
政
九
年
十
二
月
三
日
で
あ
っ
た
。

田
文
中
、
「
古
事
記
傅
第
三
秋
日
涯
緑
考
板
本
出
來
致
候
二
付
、
早
速
周
防
守
様
へ
も
さ
し
上
申
候
、
直
二
江
戸
へ
遣
し
申
候
」
と
あ
る
の

も
、
上
述
千
家
俊
信
宛
書
簡
」
に
、
「
板
本
も
第
三
峡
メ
十
七
ノ
巻
迄
、
や
う
Ｉ
、
出
來
申
候
」
と
あ
る
の
に
對
応
し
、
そ
れ
に
近
い
時
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い
る
。
そ
し
て
、
寛
政
七
年
春
に
は
好
学
の
藩
主
松
平
周
防
守
康
定
の
命
を
受
け
て
、
宣
長
の
『
源
氏
物
語
』
の
講
義
を
聴
講
す
る
た
め

に
松
坂
を
訪
れ
約
一
ヵ
年
滞
在
し
、
翌
寛
政
八
年
四
月
、
松
坂
を
立
ち
、
修
学
の
結
果
を
復
命
す
る
た
め
に
江
戸
の
藩
邸
に
赴
き
、
そ
の

秋
、
歸
國
の
途
次
に
も
松
坂
に
立
寄
っ
て
い
る
（
『
石
上
稿
』
十
七
、
「
同
補
遺
」
）
。

敏
は
古
学
の
攻
究
に
頗
る
熱
心
で
、
宣
長
も
、
「
儒
者
な
が
ら
皇
朝
古
学
殊
外
篤
志
ノ
人
二
御
座
仮
」
（
寛
政
五
年
十
月
十
日
千
家
俊
信
宛
書
簡
、
『
書

簡
集
』
八
二
と
構
揚
し
て
い
る
。
そ
の
熱
心
な
攻
究
ぶ
り
は
、
は
や
く
安
永
六
・
七
・
八
年
の
頃
の
弟
子
の
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る

宣
長
の
答
を
記
し
た
『
答
問
録
』
（
筑
摩
書
房
版
全
集
第
一
巻
所
収
）
に
お
い
て
、
敏
が
二
十
項
で
他
に
抜
き
ん
で
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
宣
長
と
書
籍
を
貸
借
し
合
っ
た
こ
と
、
宣
長
の
書
簡
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ほ
か
、
出
雲
地
方
の
地
理
や
民
俗
に
つ

い
て
報
告
し
、
宣
長
の
学
問
に
貢
献
し
た
こ
と
が
、
『
玉
勝
間
』
や
『
本
居
宣
長
随
筆
』
（
筑
摩
書
房
全
集
第
十
三
巻
所
収
）
か
ら
窺
わ
れ
る
。

宣
長
が
朝
鮮
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
の
知
識
を
敏
か
ら
得
た
こ
と
は
特
に
注
意
す
べ
き
で
、
『
玉
勝
間
』
二
の
巻
の
五
十
連
音
を
お
ら
ん
だ
び

と
に
唱
へ
さ
せ
た
る
事
」
〔
一
○
八
〕
、
同
七
の
巻
の
「
朝
鮮
の
人
の
こ
と
ば
」
〔
三
九
三
〕
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
居
弥
生
氏
所
蔵

ル

の
文
書
中
に
は
、
宣
長
が
自
筆
で
「
阿
蘭
陀
国
音
韻
小
篠
大
記
よ
り
参
」
と
記
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
図
二
葉
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
音
と
、
子
音
母
音
の
結
合
し
た
音
節
と
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
発

ｊ保
音
を
片
仮
名
で
記
し
て
あ
り
、
宣
長
が
こ
れ
を
発
音
し
た
様
子
も
窺
わ
れ
て
興
味
の
深
い
も
の
で
あ
る
。
敏
は
天
明
八
年
春
か
ら
秋
に
か

久大
け
て
長
崎
に
滞
在
し
、
宣
長
が
国
語
に
ア
、
ワ
、
ヤ
の
三
行
の
差
別
の
あ
る
こ
と
を
立
証
し
、
在
来
誤
ら
れ
て
き
た
ア
行
の
オ
と
ワ
行
の

抽
ヲ
の
所
属
を
正
し
た
音
韻
説
（
『
字
音
仮
字
用
格
』
）
が
正
し
い
こ
と
を
、
直
接
オ
ラ
ン
ダ
人
に
逢
い
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
音
韻
を
確
認
す
る

簡書
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
し
、
そ
れ
を
宣
長
に
報
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
は
、
天
明
八
年
十
月
廿
四
日
付
荒
木
田
久
老
宛
宣
長
書
簡

長髄
（
『
書
簡
集
』
四
六
）
や
、
『
玉
勝
間
』
二
の
巻
〔
一
○
八
〕
に
見
え
て
い
る
。
宣
長
は
、
天
明
四
年
、
そ
の
著
『
漢
字
三
音
考
』
の
出
版

本
に
当
っ
て
、
敏
に
そ
の
序
文
を
執
筆
さ
せ
て
い
る
が
、
右
の
如
く
、
敏
は
宣
長
の
音
韻
研
究
を
側
面
か
ら
援
助
し
た
こ
と
に
お
い
て
も
、
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忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
門
人
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

敏
は
宣
長
の
死
に
遅
れ
る
こ
と
わ
ず
か
九
日
、
宣
長
の
計
報
を
も
聞
く
こ
と
な
く
、
享
和
元
年
十
月
八
日
、
七
十
四
歳
を
も
っ
て
病
残

（
注
４
）

し
た
。注

⑪
「
宣
長
と
尚
賢
ｌ
蓬
莱
尚
賢
の
伝
ｌ
」
（
『
皇
学
館
大
学
紀
要
」
第
士
一
輯
昭
和
四
十
五
年
三
月
刊
完

②
『
書
簡
集
』
に
は
年
時
不
明
と
し
て
い
る
が
、
北
岡
氏
は
上
掲
論
文
で
安
永
五
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
年
時
確
定
を
見
た
。

③
足
立
巻
一
氏
「
蓬
莱
雅
楽
宛
本
居
宣
長
書
簡
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十
九
年
二
月
、
加
藤
銭
次
郎
氏
鳩
杖
拝
受
喜
寿
祝
賀
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
・
加
藤
隆
久

氏
「
蓬
莱
雅
楽
宛
宣
長
の
未
発
表
書
簡
に
つ
い
て
」
（
『
芸
林
』
第
二
十
五
巻
第
二
号
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
刊
宅

(4)
四
の
誤
で
あ
る
、
フ
。

佐
野
正
巳
氏
著
『
近
世
国
学
新
資
料
集
解
』
所
収
の
「
墓
碑
銘
」
蔦
根
県
浜
田
市
観
音
寺
に
存
す
る
）
に
よ
る
。
但
し
、
享
年
七
十
五
は
七
十
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〔
翻
刻
〕
句
読
点
・
返
点
は
筆
者
が
新
た
に
附
し
、
ま
た
字
体
は
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、
安
永
五
年
七
月
三
日
、
荒
木
田
尚
賢
宛

五
月
廿
九
日
、
六
月
十
五
日
雨
度
之
御
状
、
其
節
無
滞
相
達
、
恭
拝
見
仕
候
。
先
以
甚
暑
中
、
愈
御
平
安
之
旨
承
知
仕
、
大
慶
不
し

過
し
之
候
。
随
而
野
子
依
レ
旧
無
し
惹
罷
在
候
間
、
乍
レ
憧
御
遠
盧
被
し
下
問
敷
候
。

一
、
古
鏡
ノ
図
御
返
し
被
レ
下
、
慥
落
手
仕
候
。

一
、
二
宮
神
宝
ノ
圖
御
見
せ
被
レ
下
、
得
と
拝
見
、
千
万
恭
奉
レ
存
候
、
右
は
古
器
物
之
考
ヘ
ノ
助
二
相
成
申
候
事
共
多
く
、
別
而
大

悦
仕
候
、
即
写
取
申
候
。
夫
二
付
不
審
之
所
々
、
別
紙
二
言
付
入
二
御
覧
一
候
、
相
知
レ
申
候
義
二
御
坐
候
ハ
、
、
御
示
可
レ
被
し
下
候
。

一
、
ア
キ
ノ
国
柄
崎
八
百
道
生
、
此
方
へ
も
尋
ら
れ
、
一
夜
ゅ
る
／
、
賠
語
仕
候
、
如
レ
仰
垂
加
流
二
而
残
心
二
奉
レ
存
候
、
併
道
ヲ
大

切
二
被
し
存
氣
慨
甚
シ
ク
候
ヘ
ハ
、
眞
ノ
學
者
と
存
し
候
、
今
時
古
学
之
徒
ハ
、
道
ヲ
憂
ル
心
ハ
ナ
ク
、
た
、
己
が
見
解
ヲ
ノ
ミ
高
シ

テ
、
軽
薄
二
御
坐
候
。
是
古
学
ノ
弊
と
奉
レ
存
候
。

一
、
春
中
ニ
ハ
参
宮
仕
、
御
尋
申
候
而
、
寛
々
可
レ
得
一
貴
意
｜
と
た
の
し
ミ
罷
在
候
所
、
ハ
シ
ヵ
流
行
二
而
一
寸
隙
ナ
ク
、
只
俗

塵
中
二
月
日
ヲ
お
く
り
申
候
、

一
、
記
伝
六
ノ
巻
落
手
仕
候
。
今
度
八
ノ
巻
入
二
御
覧
一
候
。
右
六
ノ
巻
ノ
御
高
案
別
紙
拝
見
仕
、
又
々
別
紙
二
御
返
事
申
上
候
。
尚

又
八
ノ
巻
も
思
召
ノ
所
々
御
聞
せ
可
し
被
し
下
候
。

一
、
文
徳
実
録
脱
簡
ノ
補
御
見
せ
被
レ
下
、
千
万
恭
奉
レ
存
候
、
右
ハ
愚
本
二
も
先
年
補
置
申
候
。
此
度
引
合
見
申
候
処
、
少
々
相
違

も
御
座
候
内
、
最
初
ノ
告
ノ
字
〈
決
、
ン
テ
誤
リ
ニ
而
、
吉
ノ
字
宜
奉
レ
存
候
。
其
外
相
違
ノ
処
書
付
、
入
一
御
覧
一
候
。

一
、
長
崎
二
而
御
逢
被
レ
成
候
戎
人
共
へ
御
頼
被
レ
成
候
筑
波
山
勧
進
之
詩
両
首
御
見
せ
被
レ
下
、
扱
々
珍
敷
義
、
誠
一
二
奇
事
と
存
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候
、
右
之
詩
二
千
載
英
霊
と
い
ひ
、
又
生
前
為
し
英
と
い
へ
る
此
ノ
英
と
申
事
、
筑
波
ノ
神
二
由
ア
ル
ニ
ヤ
、
承
度
奉
レ
存
候
、
右
筑

波
勧
進
ノ
歌
ノ
義
承
知
仕
候
。
追
而
詠
進
可
し
仕
候
。

一
、
川
北
氏
天
岨
都
城
弁
ノ
弁
、
フ
ト
見
出
申
候
ま
、
入
二
御
覧
一
候
。

一
、
先
達
而
入
二
御
覧
一
候
愚
作
字
音
か
な
っ
か
ひ
ノ
内
、
国
学
緊
要
ノ
事
も
有
し
之
候
。
愚
考
い
か
、
思
召
候
哉
、
御
高
評
承
度
候
。

一
、
先
達
而
小
篠
氏
被
し
頼
申
候
勧
進
歌
ノ
愚
詠
、
相
認
メ
遣
し
申
候
歎
と
も
覚
え
、
又
未
タ
進
ン
不
し
申
哉
共
覚
え
申
候
而
、
分
明

二
覚
え
不
し
申
候
。
乍
レ
憧
右
小
篠
氏
へ
御
尋
可
レ
被
し
下
候
。

一
、
吉
部
秘
訓
抄
と
申
書
、
御
所
持
ハ
無
し
之
候
哉
。
御
所
持
候
ハ
、
、
御
許
借
被
レ
下
度
奉
レ
頼
候
。
も
し
御
所
持
無
し
之
候
ハ
、
、

御
存
知
之
方
二
而
も
所
蔵
有
し
之
候
ハ
、
、
何
卒
御
借
り
被
レ
下
間
敷
候
哉
。
呉
々
奉
レ
願
候
。

一
、
利
益
ヲ
ク
ホ
サ
ト
訓
申
候
事
、
未
よ
く
考
へ
不
し
申
候
。
此
度
御
尋
二
付
、
い
さ
、
か
思
ひ
め
く
ら
し
候
事
試
二
申
サ
ハ
、
含

ほ

包
ヲ
ふ
く
む
、
ふ
、
む
、
ふ
〔
こ
〕
ご
も
り
な
ど
、
古
へ
申
候
ヲ
、
後
ニ
ハ
く
ゞ
む
ト
モ
通
ハ
シ
云
へ
ゞ
ハ
、
ク
ホ
ハ
ふ
ほ
ニ
テ
、
サ
ハ

輿
ン
フ
ホ
フ
サ
〔
ケ
シ
〕

ふ
さ
ノ
意
、
含
包
多
ノ
意
歎
。
今
、
俗
二
利
得
ノ
ア
ル
事
ヲ
フ
ク
レ
ト
申
ス
モ
、
含
多
ノ
意
二
通
ひ
候
歎
、
コ
レ
ラ
ハ
タ
、
試
二
申

ス
ば
か
り
也
。
凡
テ
語
ノ
釈
ハ
、
イ
ヵ
ニ
モ
云
ハ
ル
、
物
ニ
テ
、
多
ク
ハ
強
言
二
落
候
也
。

ダ

ダ
ケ

ー
、
景
行
ノ
巻
詰
一
於
確
一
ノ
事
、
凡
テ
多
ケ
ブ
ト
申
ス
言
ハ
、
古
書
二
云
ル
ミ
ナ
、
勇
猛
キ
勢
ヲ
ナ
シ
テ
タ
ヶ
キ
言
ヲ
云
事
也
。
書

紀
二
叱
ノ
字
詰
ノ
字
ヲ
書
ル
、
イ
ッ
レ
ノ
所
モ
ミ
ナ
其
意
ニ
テ
叶
ヘ
リ
。
然
ル
ー
此
景
行
巻
ナ
ル
ハ
其
意
ニ
ァ
ラ
ズ
、
凡
テ
諾
ノ
字
ハ

告
ケ
キ
カ
ス
ル
意
ニ
テ
、
タ
ヶ
ブ
意
ハ
無
キ
字
ナ
ル
ニ
、
イ
カ
ナ
ル
故
一
一
ャ
、
書
紀
ニ
ハ
多
ク
此
字
ヲ
用
ラ
レ
タ
リ
。
サ
レ
ド
ィ
ヅ
レ

モ
タ
ヶ
ブ
ト
訓
テ
、
ソ
コ
ノ
意
ニ
ハ
叶
ヘ
リ
。
タ
守
景
行
巻
ナ
ル
ハ
、
タ
ヶ
ブ
意
見
エ
ヌ
処
ナ
レ
§
ハ
、
然
訓
ム
ベ
キ
ニ
非
ス
。
コ
ト

ァ
ゲ
、
ン
テ
ナ
ド
訓
テ
叶
ン
ヵ
。
本
ョ
リ
詰
二
於
確
一
卜
云
事
、
イ
ヵ
ナ
ル
由
二
カ
サ
タ
ヵ
ナ
ラ
ズ
。
先
ヅ
此
事
ノ
意
ヲ
得
テ
後
二
、
此

詰
ノ
字
ノ
訓
ヲ
（
定
ム
ヘ
シ
・
然
ル
ー
書
紀
ハ
ソ
コ
ノ
事
ノ
意
ヲ
。
ハ
ー
ョ
ク
モ
思
ハ
ズ
、
同
字
ナ
レ
ハ
ィ
ッ
コ
モ
ノ
く
、
同
シ
訓
ヲ
ツ
ヶ
タ
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蓬
莱
君
の
御
許
二
申

タ
ケ
リ
テ

ル
ハ
誤
也
。
然
レ
ハ
、
此
所
ノ
語
ノ
字
ニ
ッ
キ
テ
タ
ヶ
ブ
卜
云
言
ノ
意
ヲ
思
フ
ヘ
キ
｜
ヌ
ァ
ラ
ズ
、
雄
略
巻
、
感
以
為
し
婦
卜
、
此
感
ノ
字

ハ
必
メ
デ
、
卜
訓
ム
ヘ
キ
所
ヲ
、
タ
ヶ
リ
テ
ト
訓
ル
ハ
、
古
へ
此
語
ア
リ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
・
因
テ
思
う
二
、
恋
情
ノ
盛
リ
ニ
起
ル
意
ョ
リ

タ
ヶ
ル
ト
ハ
云
ル
ヵ
。
タ
ヶ
ル
ハ
タ
ヶ
ブ
卜
全
ク
同
言
也
。
俗
語
ニ
サ
カ
ル
ト
云
二
通
ス
。
又
鄙
語
二
禽
獣
ノ
陰
菫
ヲ
タ
ヶ
リ
ト
云
。

タ
ケ
ル

此
名
モ
コ
、
ノ
感
二
由
ア
リ
ゲ
ニ
聞
１
・

一
、
小
篠
氏
へ
、
乍
レ
憧
宜
御
伝
達
被
レ
下
度
奉
レ
頼
候
。
先
ハ
右
貴
答
申
上
度
、
如
レ
此
御
坐
候
。
尚
期
二
後
音
一
草
々
。
穴
賢
。

二
、
寛
政
九
年
十
月
末
頃
、
小
篠
敏
宛

六
月
廿
八
日
七
月
十
二
日
同
廿
六
日

閨
七
月
朔
日
同
十
日

八
月
十
二
日

八
月
廿
三
日
十
月
十
日
行
蔵
公
よ
り

右
之
通
之
御
状
、
其
節
々
追
々
相
達
致
二
拝
見
一
候
。
此
節
寒
冷
甚
候
へ
と
も
、
愈
御
安
全
二
御
座
被
し
成
候
哉
、
承
度
奉
レ
存
候
。

此
元
肚
中
無
事
罷
在
候
。
乍
二
盧
外
一
御
安
念
可
し
被
し
下
候
。
貴
君
二
も
九
月
よ
り
芸
州
へ
御
越
被
レ
成
候
由
、
御
苦
労
二
奉
レ
存
候
。

噸
広
嶋
も
古
学
段
々
起
り
可
し
申
と
致
二
遠
察
一
候
・
最
早
定
而
御
無
難
二
御
帰
国
被
し
成
候
ハ
ん
と
奉
レ
察
候
。
抓
愚
老
儀
も
、
当
夏

秋
之
酷
暑
二
大
ニ
き
け
申
候
而
、
其
後
秋
中
初
冬
へ
む
け
長
々
と
な
く
氣
分
大
二
塞
キ
申
候
而
、
文
通
等
添
削
等
大
二
も
の
う
ぐ

苦
し
く
覚
え
候
二
付
、
諸
方
之
贈
答
添
削
疑
問
之
答
、
惣
体
盆
前
よ
り
此
頃
迄
ハ
、
一
向
二
致
二
塵
奔
一
申
候
。
右
之
仕
合
故
大
二
御

七
月
三
日

本
居
宣
長
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無
沙
汰
二
和
成
申
候
段
、
御
用
捨
可
し
被
し
下
候
。
さ
り
な
か
ら
著
述
ハ
面
白
く
覚
え
申
候
而
、
一
日
も
す
て
不
し
申
、
夫
故
源
氏
玉
の

九
巻

を
く
し
も
大
二
は
か
ゆ
き
、
最
早
と
く
二
板
下
全
部
書
終
り
追
々
彫
刻
、
も
は
や
四
ノ
巻
迄
ハ
板
行
出
来
申
候
。
古
事
記
伝
も
顕
宗

而
、
先
々
安
心
い
た
し
申
候
。

天
皇
段
迄
終
り
申
候
。

一
、
古
事
記
伝
第
三
峡
目
涯
魅
考
板
本
出
来
致
候
二
付
、
早
速
周
防
守
様
へ
も
さ
し
上
申
候
。
直
二
江
戸
へ
遣
し
申
候
。

一
、
先
達
而
出
雲
清
主
へ
遣
申
候
紳
賀
後
釈
紙
包
之
義
、
段
々
御
世
話
被
レ
下
恭
奉
レ
存
候
。
漸
当
秋
相
届
申
候
由
清
主
よ
り
申
参
候

（
添
書
）

我
大
人
の
名
こ
そ
も
ら
せ
れ
し
か
り
と
は
く
み
て
そ
し
る
き
水
茎
の
跡

故
翁
の
を
し
へ
子
な
る
彦
麿
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